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2016年12月15日 米国の金融政策（2016年12月）1年振りの利上げ、政策金利見通しを上方修正 
2016年12月02日 「トランプ次期政権」の骨格は？（米国） 

 11月8日の選挙結果は複雑なものとなりました。米国全体での得

票数では、クリントン氏がトランプ氏を上回りましたが、いわゆるス

イングステートと言われる重要な州を制したトランプ氏が選挙人の

過半数を獲得し、勝利しました。 

 大統領選と同時に行われた上下院選挙では、上院・下院共に共

和党が勝利し、6年振りに政権と議会のねじれ解消となりました。こ

れにより市場はトランプ氏の財政政策が実行される可能性が高い

と判断し米ドル高となり、先進国では金利上昇、株高となりました。 

今年を振り返るキーワード② 「米大統領選挙」（米国） 

2016年12月27日 

今年11月8日、米国で大統領選挙が実施されました。7月までの各党予備選を経て、民主党はヒラリー・ク

リントン氏、共和党はドナルド・トランプ氏が党代表候補者となりました。直接対決では、クリントン氏は私的

メール問題、トランプ氏は人種差別や女性蔑視問題を抱え、非難の応酬となりました。選挙当日までクリントン

氏が優位と見られていましたが、結果はトランプ氏が勝利し、来年1月第45代米国大統領に就任します。 

（No.1,975） 
〈マーケットレポートNo5,178〉 

 トランプ氏は来年1月20日の就任式で第45代米国大統領に就任します。すでに、主要な人事が発表され、

トランプ氏の側近は経営者や軍出身者で概ね固められました。大統領選挙以降、トランプ氏の政策への期

待から株高、ドル高が進行していますが期待先行と見られ、来年の大統領就任以降、これまで政治家・軍

人としての経験のないトランプ氏の議会との折衝や政策遂行力などが注目されます。 

 今年7月、それまでの各党予備選を経て、民主党はヒラリー・クリントン氏が、共和党はドナルド・トランプ氏が

党代表候補者に指名されました。クリントン氏は出馬表明以降、優位と見られてきましたが、予備選では若

年層の圧倒的な支持を獲得するサンダース氏に苦戦しました。一方、候補者が乱立した共和党では、トラン

プ氏が偉大な米国の復活を掲げるなど既存政治への反感をうまく取り込み、当初の予想に反して支持者を

拡大していきました。 

 9月、10月には大統領候補者討論会でクリントン氏とトランプ氏が直接対決しました。クリントン氏の私的

メール問題と、トランプ氏の人種差別・女性蔑視発言を互いに非難し合う姿が目立ちました。討論会での冷

静な対応からクリントン氏を優位と見る向きが多く、世論調査でもクリントン氏が概ね優勢を保ちました。 

民主党・クリントン氏と共和党・トランプ氏による対決 
トランプ氏は候補者乱立の予備選で既存政治への反感を上手く取り込んだ 

政治・軍経験のないトランプ次期大統領の手腕に注目 

激戦を制してトランプ氏が勝利 
上下院ともに共和党が過半数 
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